
  

 

 
■愛知県議会令和元年１２月定例会 

12 月 3 日に開会する県議会には、オレンジタウ

ン構想に係る時期アクションプランの策定へ(債務 

負担行為0.14億円)、CSF(豚コレラ)緊急対策へ2.58 

億円(外に債務負担行為 0.12 億円)、給与改定分 20.64 

億円など約 24 億 6 千 8 百万円増の一般会計

補正予算など、予算関係10件、条例関係8件、

その他の議案 13 件が提出予定です。 

また、交通死亡事故の根絶に向けて開会初

日に決議する予定です。 

■あいち技能五輪・アビリンピック 2019 

第57回技能五輪全国大会並びに第39回全国障害者技能大会(全

国アビリンピック)がアイチ・スカイ・エキスポをメイン会場として

開催され、愛知県は技能五輪で 15 年連続の最優秀技能選手団に、

アビリンは昨年に続きメダル獲得数全国 1 位に輝きました。大会は

技能を競うことにより職業能力の向上、障害者に対する理解と認識、

技能尊重気運の醸成などを目的としています。来年は全国初の 2 年

連続開催です。  写真は開会式と理容(愛知が優勝)競技会場で稲沢の石黒審査員と 

■産業イノベーション推進特別委員会県外調査 

委員長を務める特別委員会の県外調査で、北海道立総合研究機構

では食品加工メーカー等に対する各種ロボットを用いた実践的な技

術習得の支援等を実施する食品ロボット実証ラボを、北海道大学では

担い手不足や後継者不足など日本農業が抱える多くの課題を解決し

農業を成長産業化させるため ICT やロボット等の先端技術を活用し

たスマート農業の取組について調査しました。 

■愛知県＆飛島村津波・地震防災訓練 

愛知県と飛島村の合同の津波・地震防災訓練が実施されました。

訓練テーマは「芽吹かせよう自助・共助の華」、想定災害は南海トラ

フ地震及び大津波、駿河湾から日向灘を震源域とした大規模な地震

が発生し、東海地方から西日本の広い範囲で非常に激しく揺れ飛島

村では最大震度 7 を観測し地震発生直後気象庁は愛知県外海及び伊

勢・三河湾に大津波警報を発表したとして訓練が開始されました。 
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●祝！ご即位祝賀パレード 
(祝賀御列の儀)挙行 沿道に 12 万人   (写真は産経新聞より) 

 

 

●連合愛知尾張南地協定期大会 
 働く仲間、連合愛知の尾張南地協

(稲沢市から弥富市まで)の定期大会が開催

され、長年Ｗ鈴木でお世話になった

鈴木忠代表の後任に後藤靖豊田合

成労組新委員長が就任されました。 

 

パトカー先導の避難誘導訓練 火災煙の VR 体験 トリアージ訓練 自衛隊による救護員降下 



■あいちレポート 2018 から④ 

 【第２章】めざすべき愛知の姿の実現に向けた取組と今後の方向    

 第１節 リニアを生かし、世界の中で存在感を発揮する中京大都市圏   

◆１ リニア大交流圏の西の拠点、将来のスーパー・メガリージョン

を見据えた社会基盤の整備 

・名古屋駅のスーパーターミナル化に向けて広場空間ターミナル

スクエアを駅の東側 3 箇所、西側 2 箇所の計 5 か所、新たな東

西通路の設置も推進 

・名鉄三河線の複線化、知立駅付近連続立体交差事業など名古屋

駅と豊田市駅間の速達化をはじめ名古屋駅から県内主要都市へ

の 40 分通勤圏の拡大 

◆２ 地域の魅力発信による交流人口の拡大 

・武将観光、産業観光、なごやめしなど観光資源の魅力向上、医

療ツーリズム、ジブリパークを 2022 年秋の開業に向け整備 

・中部国際空港の空港島に、建物規模 90,000 ㎡を誇り、国内初

の常設の「保税展示場」となる国際展示場をオープン 

・2026 年の第 20 回アジア競技大会に向けて地域活性化ビジョ

ンを策定、地元選手の発掘・育成に向けた取組を推進 

◆３ 東京一極集中の是正と地方創生に向けた取組 

・杉原千畝氏の顕彰施設センポ・スギハラ・メモリアルを整備しシビ

ックプライドを醸成するとともに、UIJ ターンの促進、住みや

すさの発信、県内大学の魅力向上等の取組 

◆４ 県内各地域のバランスある発展に向けた取組 

・東三河地域の振興、三河山間地域における移住・定住の促進等 

 第２節 日本の成長をリードする産業の革新・創造拠点   

◆１ 次代を担うモノづくり産業の振興 

・2020 年にロボットの国際的な大会であるワールドロボットサミッ

トとロボカップアジアパシフィック大会を同時開催、ロボットやドロ

ーン等の近未来技術の社会実装に向けた実証実験などを実施す

るほか、次世代自動車の普及促進、航空宇宙産業の振興への取

組を推進 

◆２ 第４次産業革命に対応したイノベーションの推進 

・世界のスタートアップ・エコシステムの先進地であるテキサス大学

オースティン校との取組や重点研究プロジェクトの推進 

◆３ 農林水産業の競争力強化 

・ICT 等を活用したあいち型植物工場など生産性の向上、ブラン

ド力の向上、多様な担い手の確保 

◆４ 海外との経済連携・パートナーシップの構築 

・海外の国や地方政府と連携し様々な分野での交流を実施するほ

か、サポートデスク等により企業の海外展開を支援 

◆５ 愛知の産業発展を担う産業人材の育成・確保 

・技能五輪全国大会、全国アビ

リンピックの 2 年連続開催の

ほか、科学系人材の育成、海外

からの人材獲得  

 
即位礼正殿の儀、祝賀御列の儀そして                        大嘗祭が挙行され天皇皇后両

陛下の弥栄と輝ける令和の新時代を国民の一人として願いました。愛知県視覚障害者福祉大会 in 稲沢で平成 6 年に制定さ

れたあいち県民福祉憲章(下記)を唱和しました。未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。 愛知県議会議員 鈴木じゅん 

22 日稲沢市金婚式 

23 日そぶえイチョウ黄葉まつり～12/1 

12 月 3 日愛知県議会 12 月定例会開会～12/20 

4 日稲沢市議会 12 月定例会開会～12/23 

14 日たのしいクリスマス会(福祉のつどい) 

◆名古屋駅における乗換空間・駅前広場等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ＴＯＫＹＯあいち女子会 

 

 

 
 

                           特別会員 

                                  森下千里さん 
 

◆ロボカップ 2017 名古屋世界大会の競技 

 

 

 

 

 

◆ＩＣＴ等を活用した高度な環境制御を行う栽培施設 

 

 

 

 

 

 

 

●わたくしたち愛知県民は、互いに尊敬し合い、長寿を喜び合える「福祉あいち」をみんなでつくることをめざし、ここに憲章を定めます。 
１つ 健康に心がけ、生き生きとした人生をつくります。 １つ 家族のきずなを大切にし、温かい家庭をつくります。 １つ 互いに助け合い、経験や能力

を活用できる社会をつくります。 １つ 安全で、安心して暮らせる街をつくります  １つ 明日を担う子どもたちが健やかに育つ社会をつくります 

 

●稲沢市で開催された第 52 回愛知県視覚障害者福祉大会 

 


